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はじめに 

 前回の研究員の眼で、今後何回かに分けて、これまで慣れ親しんできた数学で使用されている記号

の由来について、報告していくこととすると述べた1。 

第 1 回目は、四則演算の記号（＋、－、×、÷）の由来について、報告したが、第 2 回目の今回は、

数字の関係を表す記号（＝、≒、＜、＞等）について報告する。なお、今回報告する関係性を表す記

号については、例えば幾何学や論理学においては異なる意味合いで使用されているものも多いが、こ

こでは代数学の記号としての意味合いを中心に説明しており、それ以外の意味合いについては必要に

応じて補足的に説明しており、網羅的にカバーしているものではないことを述べておく。 

「＝」（等号）の記号の由来 

「＝」（等号）記号は、現代においては幅広く使用され、国際的に認知されている記号である。 

この記号を最初に使用したのは、ウェールズの数学者であるロバート・レコード（Robert Recorde）

であると言われている。彼が、1557 年にその著書「知恵の砥石（The Whetstone of Witte）」におい

て、「…に等しい」という言葉を何度も使うことを避けるために、平行線を使った、とされている。こ

れは、2 本の平行線ほど等しいものは存在しない、という理由によるとされている。ただし、ロバー

ト・レコードが使用した記号における平行線は、現在の「＝」よりもずっと長いものであったようだ。 

ただし、この記号は、当時はあまり広く使用されることはなかったようである。 

当時の等号記号としては「＝」はメジャーではなく、「‖」や「æ」、「œ」が使用されていたようだ。 

そもそも、以前の印刷本では、「同等」を表すためには、通常 aequales、aequantur、esgale、faciunt、 

ghelijck、gleich といった用語が使用されていた。例えば、パスカルやフェルマーといった有名な数

学者達は、equal のラテン語である aequalcs やその略語である aeq を使用していた。 

                                                
1 主として、以下の文献を参考にした。 

Florian Cajori「A History of Mathematical Notations」（1928、1929）の冊子の再発行版（2012）（Dover Publications Inc.） 
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さらに、ルネ・デカルト（René Descartes）は、aeq を 2 文字の ae として、それを続けて無限大

∞に類似した「   」というような記号を使用していたようである。 

また、「代数学の父」とも呼ばれるローマ帝国時代のエジプトの数学者であるディオファントス

（Diophantus of Alexandria）の著書「算術」（Arithmetica）が 16 世紀以降に翻訳された時には、「‖」

の記号が使用されていた。 

それが、「＝」を、イングランドの数学者であるジョン・ウォリス（John Wallis）やアイザック・

ニュートン（Sir Isaac Newton）等が使用することで、次第にその使用が広まっていき、ドイツの数

学者であるゴットフリート・ライプニッツ（Gottfried Wilhelm Leibniz）が使用するようになって統

一されていったとのことである。 

なお、3 本の平行線を用いた「≡」という記号もあるが、これは常に等号が成り立つ恒等式を方程

式と明確に区別したいときに用いられる。具体的には、以下の通りである。 

２ｘ＋３＝５ 

２ｘ＋３≡３＋２ｘ （もちろん、「＝」も使用される） 

この「≡」記号は、図形の合同等を示す場合にも使用され、状況に応じて「恒等」、「同値」、「常に

等しい」、「合同」等と呼ばれる。 

「≒」（ほぼ等しい）記号の由来 

「≒」の記号は、ほとんど等しい、ほぼ等しい、あるいは近似的に等しい、というような意味合い

で使用される。この記号の読み方は「ニアリーイコール(nearly equal)」となる。 

例えば、円周率πについて、以下のように表現される。 

  π≒3.14 

このように、「ニアリーイコール(nearly equal)」の状況を表すために、日本では「≒」の記号が使

用されるが、海外では例えば「≐」といった記号がより一般的に幅広く使用されているようである。

例えば、Microsoft 社の Word の記号一覧表では、「≐」の方が「≒」よりも先に現われるし、その他

の数式ソフトでも「≐」の記号がより高い位置付けに置かれているようである。 

さらに、「≈」、「≃」、「～」、「≅」といった記号も同様や類似の意味合いで使用されているようであ

る。   

これらの記号のうち、「≐」という記号の由来については、1875 年にドイツ人のシュタインハウザ

ーがその著書「代数学」で初めて使用したとされている。「≐」や「≒」の記号を用いたのは、「＝」

と「≠」の中間的な記号として、点を１つ又は２つ残したと言われている。 

いずれにしても、「＝」記号が 1557 年に初めて使用されてから、300 年以上とかなりの年月が経っ

ており、その間に「＝」の記号が定着するのに時間を要していたとしても、この期間の長さには若干

の驚きを感じられるのではないか。 
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（参考）近似を表す記号について 

近似を表す記号については、「近似」が何を意味しており、どの分野で使用されているのか、さらに

は使用する個人によっても、その意味合いが異なってくることにもなる。 

その意味では、上記で掲げた「～」、「≅」、「≈」、「≃」といった記号は、論理学や幾何学においては、

「同値」、「同型」、「同相」、「漸進的に等しい」、「ホモトープである」といった意味合いを有すること

になる。 

また、「≒」の上下の点の位置を逆にした「≓」という記号は、「≒」と同じく「ほとんど等しい」

という意味合いで、上下の点の位置を真中に揃えた「≑」という記号は、「幾何学的に等しい」という

意味合いで使用される。 

「＜」、「＞」、「≦」、「≧」（不等号）記号の使用と由来 

「＜」、「＞」、「≦」、「≧」は、一括して不等号（前の２つが「単純不等号」、後の２つが「等号付不

等号」）と呼ばれるが、それぞれの記号は「小なり」、「大なり」、「小なりイコール」、「大なりイコール」

と呼ばれる。その他にも、「より小さい」、「より大きい」、「より小さいか又は等しい」、「より大きいか

又は等しい」というような呼び方もされる。さらには、英語を用いて、「レスザン（less than）」、「グ

レイターザン（greater than）」、「レスザンオアイコール（less than or equal）」、「グレイターザンオ

アイコール（greater than or equal）」と呼ばれる。なお、後の 2 つについては「以上」、「以下」とい

うような読み方もされる。 

「＜」、「＞」の記号は、英国の数学者であるトーマス・ハリオット（Thomas Harriot）が、彼の死

後の 1631 年に発表された「演習解析術（Artis Analyticae Praxis ad Aequationes Algebraicas 

Resolvendas (The Analytical Arts Applied to Solving Algebraic Equations)）」の中で、初めて使用し

たと言われている。トーマス・ハリオットは、探検家のウォルター・ローリー（（Sir Walter Raleigh）

と親しく、北米を調査している時に、腕に . のシンボルを有する原住民と出会って、このシンボル

から２つの不等号が考案されたのではないかとの説があるようだ。 

なお、それ以前においては、多くの数学者達がそれぞれの不等号記号を考案してきており、例えば

前回の研究員の眼「数学記号の由来について（１）－四則演算の記号（＋、－、×、÷）－」におい

て、「×」の記号を最初に使用したとして紹介したウイリアム・オートレッド（William Oughtred）

は、「＜」に対応するものとして「  」を、「＞」に対応するものとして「  」という記号を使用

していたようである。 

一方で、「≦」、「≧」の記号については、フランスの数学者、天文学者であり、造船工学の先駆者と

して有名なピエール・ブーゲ（Pierre Bouguer）が 1734 年に使用したとされている。それ以前に、

ジョン・ウォリスが 1670 年に、「－」が「＜」の（現在の記号のような）下ではなく、上にある記号

を用いたが、普及しなかったようである。 

なお、日本においては、「＜」や「＞」の下に 2 本線の「＝」を付した「≦」や「≧」といった記

号を学ぶことになるが、欧米では 1 本線のみの「≤」「≥」や、不等号の下に平行な線を書いた「⩽」「⩾」

https://www.nli-research.co.jp/report/detail/id=62419?site=nli
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と書く場合が多い。日本でも大学等では「≤」や「≥」がよく使用されてきている。 

さらには、「＝」でないことを強調するために、「≨」や「≩」といった記号が使用されることもある。 

「≠」、「⊀」、「⊁」記号の使用と由来 

「≠」は、否定等号又は等号否定を表す記号で「ノットイコール」と呼ばれている。あくまでも「イ

コールではない」ことを示す。 

同様に、「⊀」や「⊁」は、「より小さくない」、「より大きくない」ということを示している。 

これらの否定記号では、元の記号に対して、否定の意味で「／（スラッシュ）」が付け加えられるこ

とになる。「／（スラッシュ）」が使用されるのは、タイプライターで重ね打ちするときに表しやすい

ということも関係していたようだ。 

このように、「元の記号を否定する形で、別の記号を元の記号に付け加える方式」は、（現在使われ

ている記号ではないが）レオンハルト・オイラー（Leonhard Euler）が採用していた。オイラーはク

リスティアン・ゴールドバッハ（Christian Goldbach）に当てた手紙の中で、等しくないという意味

合いで、「＝」記号をベースにして、「  」という記号を使用していた。 

（参考）類似の記号 

「≪」「≫」は、両者の比が極度に大きいことを示すために使用され、基本的には両方が正の数のと

きに使用される。「より非常に小さい」、「より非常に大きい」と呼ばれる。なお、「極度に大きい」こ

との絶対的な基準はない。 

最後に   

今回も我々が日常幅広く使用している数字の関係性を表す等号（＝）や不等号（＜、＞）の由来に

ついて報告してきた。今からすれば、極めて自然に受け入れられているこれらの記号ではあるが、そ

こに至るまでには、過去の偉大な数学者達がいくつかのアイデアを提案していく中で、多くの人々の

共感が得られていくプロセスを経て、現在の形に落ち着いてきている。 

ただし、今回のレポートでも報告したように、我々が小・中学校等で学んで使用してきた記号の中

には必ずしもグローバルには一般的とはいえないものもある。それぞれの専門分野をさらに深めてい

くことになる大学教育等では、より世界で幅広く使用されている記号が使用されていくことになるよ

うである。 

さらに、１つの数学記号が、使用されている分野や個人等によって、異なる意味合いを有する状況

にもなっている。 

数学記号というと、極めてベーシックなもので、使用法等が厳密に一義的に定義されているという

イメージがあるかもしれないが、こうした点については、十分に認識しておく必要があるだろう。 

 


